










An examination of the relationship between achievement motives 
and vocational motives: A study of student nurses 
(大阪大学大学院人間科学研究科博士前期課程) 長塚美和
Abstract 
The purpose of也isstudy is to examine vocational motives concerning the relationship with 
following也reefactors: achievement motive， intrinsic reward阻 dfeedback企omle紅記ngabout nurs-
mg sClence. 
Participants were 360 students nurses at nursing school. Results suggested也ats旬dentnurses' 
vocational motives were self-improvement， interpersonal， and status motives， and that achievement 
motives and in師団icreward in到uencedeach vocational motive. 
τnese results indicated that it was important to set the enviro=ent for student nurses to get in-
trinsic rewards企omleむ叫ng.








































「対人志向動機」の3因子構造が得られている(安達， 1999， 2001a， 2001b， 2001c)。




































































































































Table 1 対象者の属性 (N=360)
全体 (n=360)
項目 n (%) 
性別 男性 25 (6.9) 
女性 335 (93.1) 
学校 大学 177 (49.勾
短期大学 72 (20.0) 
専門学校 11 (30.8) 
学年 1年生 138 (38.3) 
2年生 107 (2391 .η
3年生 115 .9) 
進学決定時期 中学生以下 82 (2.8) 
高校生以上 278 (7.2) 
家族形態 独居 130 (36.1) 
家族と同居 223 (61.勾
その他 7 (1.9) 
看護職者の有無 いる 123 (34.勾
いない 237 (65.8) 
看護に関する達成目標の有無 ある 252 (70.0) 
ない 108 (30.0) 
実習経験の有無 あり 178 (49.4) 
実習中 119 (3.1) 
なし 63 (17.5) 
卒業後の進路 さらに上級学校に進学 47 (12.9) 
看護関係の職業に就職 285 σ9.2) 
看護関係以外の職業に就職 14 (3.9) 

















Tao!e 2 就業動機の因子分析結果 (N=360)
項目 国子I 国子E 因子E 芸書通性
r.自己肉上志向動機(a=.89)
1.仕事に生かせることなら何でも学ぶつもりだ .76 明.03 .ー15 .45 
2.将来就こうと考えている職業について自分で調べようと思う .67 .ー01 .ー08 .36 
3.仕事で成功するためには決して努力を惜しまない .67 .09 .ー03 .46 
4.いつも目標をもって仕事をしたい .65 "・01 .05 .46 
5.将来就こうと考えている職業に関連した講習会やセミナーには進んで参加しようと思う .64 .03 .ー17 .32 
6.誰かの案に従うのではなく、自分で計画を立てるような仕事がしたい .55 .1 白.05 .31 
7.努力や能力を必要とする仕事がしたい .54 .23 へ07 .37 
8.将来就きたい職業のために努力しようと恩う .54 .ー09 .17 .40 
9.日常生活の中で、仕事に役立つことは何でも吸収していきたい .53 .05 .24 .51 
10.将来就こうと考えている職業に関する情報には興味がある .53 .04 .15 .41 
1.将来仕事で活用できる知識や技術を身につけたい .53 .03 .19 .45 
12.将来就こうと思う職業について考えるのは楽しい .52 -.12 .15 .37 
13.どんな仕事でも引き受けたら最善を尽くしたい .49 .ー10 .18 .36 
14.自分の個性が活かせる仕事をしたい .45 -.0 .1 .27 
15.仕事を通じて自分を向上させたい .45 .04 .24 .39 
16.困難な仕事でも人に助けを借りずに自分のカでやり遂げたい .4 .07 -.09 .18 
17.収入を得るためではなく働くこと自体を楽しみたい .39 .ー29 .13 .26 
II. 上位志向動機~訓}
18.地位や名誉をもたらす職業に就きたい .ー08 .85 -.00 .69 
19.職場では高い役職に就きたい .07 .78 -.13 .65 
20.周りから賞賛されるような仕事をしたい .ー14 .69 .24 .47 
21.世間で名前の通った企業や団体に就職したい .ー07 .69 .08 .46 
2.人より優れた仕事をすることが重要だ .03 .67 .ー06 .46 
23.昇格や昇進の機会がある仕事を得ることは重要だ .04 .67 .11 .47 
24.何か価値ある業績をあげようと考えている .35 .57 "・28 .52 
25.給料のいい職業に就くことは充実した生活に欠かせない "・17 .54 .09 .26 
26.人と張り合えるような仕事をしたい .12 .54 .ー1 .34 
27.職場ではムードメーカーになりたい .ー0 .40 .34 .27 
il.対人志向動機(a=.78)
28.周囲の人々とコミュニケ}ショシしながら仕事をすすめたい .09 .01 .71 .58 
29.常に多くの人との出会いがある仕事をしたい .12 .06 .65 .53 
30.仕事を通じて得たい最大の満足は、人との交流から得られる満足感だ .03 .ー10 .64 .44 
31.仕事を通じて色々な人に出会いたい .12 "・01 .63 .50 
32.職場では周りの人々との爾和が何よりも大切だ .ー18 .08 .61 .28 
33.職場では一生付き合える友人を作りたい .ー02 .19 .42 .20 
34.個人の努カが重視される仕事ではなく、集団の努力が重視される仕事をしたい .03 "・12 .37 .16 






(順に、 β=ー.12，pく.01; s = .60， p< .001 ; s = .1， pく.01; s = .16， pく.01)。また、上位
志向動機には競争的達成動機のみが影響を及ぼしていることが認められた(戸=.76， p< .01)。
そしてよ性別、看護学校入学以前の看護職就職志望度、自己充実的達成動機および内的報酬が
対人志向動機に影響を及ぼしていることが認められた(順に、 s= .09， p< .05 ;戸=.17， 






独立変数 自己向上志向動機 上位志向動機 対人志向動機
Step1 年齢 .03 .01 "・05
性別 .02 へ03 .09* 
学校 ー.07 ヘ02 .09 
家族形態 .02 ー.03 ー.02
進学決定時期 .03 .05 .04 
看護職者の有無 .01 .01 ー.01
達成目標の有無 ー.12** .01 ー.04
実習経験 .03 .04 .04 
卒業後の進路 .06 .04 .01 
入学以前の看護職就職志望度 .08 .06 .17本*
Step2 自己充実的達成動機 .60**本 "・01 .38*ネネ
競争的達成動機 .11** .76*キ* ヘ02
内的報酬 .16** .06 .29*** 
周囲からのフィー ドパック .00 .07 .01 
~R2Step1 .181 *** .060* .206*本*
~R2Step2 .397*料 .542*キ* .224キ**
R
2 






























































及び対人志向動機も高いという結果は得られたが(JI真にr=.21， p< .01 ; r= .30， pく.01)、フィー
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